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2020 年までの 10 年間の目標を掲げた新しい経済成
長戦略「Europe 2020」である。この成長戦略では、
3 つの成長課題・5 つのテーマ・7 つの旗艦イニシ
アチブが設定されている。Horizon 2020 は、旗艦
イニシアチブの一つである「イノベーションユニ
オン」の推進のための財政的仕組みと位置付けら
れており、研究の卓越性のレベルを上げること、
主要な社会的課題に取り組むこと、競争力を最大
にすること、が主な目標として掲げられている。
　最も大きな特徴は、欧州連合における関連する
取り組みの統合的推進にある。新枠組み計画では、
別個に存在していた、研究開発に関する枠組み計
画（FP）、競争力・イノベーション枠組み計画（CIP）
の下でのイノベーション支援、バーチャルな研究・
教育組織である欧州イノベーション工科大学院
（EIT）の 3 つのプログラムを統合して推進するこ
とが提案されている。こうした統合は、統一的な
イノベーション推進ばかりでなく、手続き等の合
理化・簡素化という利点ももたらす。新枠組み計
画の名称は、これまでの名称を引き継ぐことなく、
募集により決定された。
　EU ではイノベーションギャップの克服が大きな
課題となっていることから、新枠組み計画の検討
においては、研究とイノベーションに関する政策
を統合して一つの枠組みの中で推進することの効
果についての事前評価が試みられた。EU 域内の付
加価値増大のための集中投資、結果指向性、他の
公的・私的ファンディングとのバランス、関連政
策の連携の観点を考慮して、以下に示す 4 つのシ
ナリオが設定され、比較検討が行われた。
　―現状維持：複数プログラムを並行して実施、
すなわち、既存の 3 プログラムをそのまま並行し
て継続させる。
　―現状の改善：複数プログラムを共通の枠組み
の下で調整しつつ実施、すなわち、既存の 3 プロ
グラムを並行して継続させるが、ゆるやかな調整
のメカニズムを設ける。各プログラムの実施手順
は簡素化されるが、共通する単一規則は設けない。
　―Horizon 2020：研究とイノベーションの単一
戦略、すなわち、既存の 3 プログラムを統合した
Horizon 2020 を推進する。
　―研究開発投資終止：EU レベルの研究開発投資
の終止、すなわち、EU レベルでの取り組みを止め、
各国が政策を推進する方向に向かう。
　4 つのシナリオに対して、EU として関与すべき
事項の明確さ、EU の卓越性への寄与の程度、中小
企業へのインパクト、経済社会効果などの項目毎
の分析が行われた。その結果、Horizon 2020 が最
も望ましい選択肢とされ、またコスト効率も良い
評価がなされ、今回の提案に至った。
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